
那
近
代
外
宮
關
係
）
の
論
著
が
あ
り
、
E
に
和
常
に
研
究
が
進
め
ら
れ
て

ゐ
ゐ
。
爾
氏
共
に
こ
れ
ら
な
塗
考
ゼ
ら
れ
六
や
う
に
見
え
な
い
の
棟
甚
だ

逡
憾
で
あ
る
。
博
引
傍
識
ば
多
と
す
べ
き
で
あ
る
が
飴
り
に
蓑
耐
的
に
し

て
、
出
四
面
附
考
察
奄
餅
β
り
う
に
爾
…
活
蕊
ハ
涌
…
の
弊
で
あ
・
る
加
〃
く
考
へ
｝
ウ
れ
、
ろ

野
間
多
罪
（
三
國
谷
生
）

　
　
㊥
冒
器
づ
グ
＜
O
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9
謹
閃
α
旨
溶
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｝
6
男
2
葦
σ
二
一
（
匂
同
器
管
玉
α
q
帥
皆

　
　
　
　
津
鉱
薦
曾
～
一
〇
認
冒

　
本
書
ば
第
舅
記
β
罵
・
冒
出
白
。
さ
O
・
廷
尉
三
§
三
氏
の
築
修
す
る

¢
（
読
。
三
島
宕
（
ζ
瞬
一
ξ
窪
（
周
9
＜
O
野
2
　
杢
一
一
一
十
巷
中
の
第
六
巷
と
し
て

上
梓
さ
れ
．
し
一
わ
の
鴇
・
ノ
く
O
罵
　
氏
の
手
に
「
な
る
べ
斗
・
ロ
ー
マ
帝
　
政
吏
の
ほ
郷

妹
篇
糞
る
べ
吾
こ
も
の
で
あ
ろ
。
　
す
ク
タ
ー
ヴ
ナ
、
本
文
三
三
二
…
貝
、
圃
版

九
噛
集
、
塗
考
書
凝
赫
蝶
幅
　
一
一
（
、
索
引
六
百
【
よ
d
り
な
ろ
O
　
ロ
ー
マ
疏
ハ
和
爽
に

つ
い
て
け
μ
、
既
に
二
ー
プ
ー
ル
、
愚
ム
セ
ン
、
フ
レ
ジ
灯
鰍
サ
の
名
藩
あ
る

も
二
等
は
皆
浩
海
に
し
て
著
潜
の
ロ
ー
町
典
湘
史
の
ナ
リ
エ
ン
テ
イ
ー
ル

ン
ク
そ
の
も
の
を
理
解
す
ろ
こ
と
す
ら
容
易
で
な
い
。
本
書
に
イ
タ
リ
の

先
史
噂
代
よ
リ
ア
ウ
グ
ス
｝
ウ
ス
の
プ
サ
ン
ケ
ソ
プ
ス
敗
治
確
立
迄
の
ロ

ー
マ
史
概
観
為
海
的
と
し
糞
も
の
で
あ
っ
て
、
随
っ
て
各
事
實
に
就
い
て

精
緻
・
た
映
く
ぱ
じ
葺
ふ
迄
も
な
い
が
、
著
者
の
ロ
ー
マ
共
利
史
．
織
蒲
潤
の
仕
方

に
つ
い
て
に
決
し
て
几
な
ら
ざ
る
も
の
あ
ろ
か
示
し
て
帰
る
O
先
づ
一
書

の
椿
成
な
み
う
に
、
吹
の
四
二
に
分
糞
れ
て
居
ろ
。
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’
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昏
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二
刀
㌶
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O
り
曾

　
　
　
　
困
ま
一
ω
い
い

第
「
、
第
二
爾
蔀
は
・
一
鑑
ハ
和
湖
確
立
前
の
イ
タ
リ
入
の
文
化
及
共

瓢
湖
戊
立
よ
弓
紀
元
前
三
世
聖
節
に
蓬
ろ
釘
i
マ
の
政
治
的
獲
展
な
概
説

し
た
も
の
で
あ
ろ
が
、
既
慮
に
あ
っ
て
口
先
人
の
概
説
と
特
に
粗
遠
あ
ろ

為
糊
隅
な
い
。
第
一
『
第
四
の
二
懲
ぱ
カ
ル
タ
ゴ
職
門
役
よ
リ
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ

ス
の
プ
リ
ン
ケ
ソ
プ
ス
敏
治
確
立
迄
の
概
魏
で
あ
ろ
。
カ
々
タ
ゴ
職
役
、

宙爪

o
刀
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
世
界
討
伐
ん
四
郷
仙
で
、
地
山
丁
嘱
罎
世
艇
罪
た
併
呑
ず
’
ス
V
に
「
よ
つ
で
・

起
さ
れ
癒
政
治
的
、
一
三
的
、
そ
の
他
丈
化
一
般
に
亘
る
墾
化
過
程
存
ロ

ー
哩
三
二
と
（
ソ
ニ
ズ
ム
鷲
紳
と
の
或
に
融
合
に
於
て
、
或
は
劉
立
に
於

て
考
察
し
れ
も
の
が
第
三
部
及
び
第
四
部
で
あ
ろ
。
我
々
ぽ
本
書
に
よ
つ

て
著
者
が
共
和
剃
ロ
ー
マ
の
聚
展
を
誉
三
。
・
。
密
尉
缶
ρ
一
門
　
の
同
展
蒔
代

と
吋
｛
冒
ぎ
巴
μ
色
。
三
印
蕊
。
ぎ
因
冬
震
の
三
囲
時
代
と
に
分
六
ん
と
マ
ろ

な
知
ろ
の
で
あ
る
。
こ
の
時
代
湿
分
に
共
和
制
ロ
ー
マ
の
研
究
看
に
と
っ

て．

蛯
｢
力
堕
る
瑚
題
三
二
榊
僕
し
カ
も
の
製
嵐
」
肖
へ
や
・
り
O
既
輝
分
が
m
上
し
て
正

し
い
か
否
か
、
叉
こ
の
縄
分
が
許
さ
れ
．
ろ
と
ぜ
ば
大
竸
何
寺
運
た
以
て
時

代
韓
換
期
と
す
う
か
等
に
つ
い
て
は
、
備
事
賀
の
精
密
な
る
論
識
考
察
な

必
要
と
す
る
で
あ
ら
う
Q
蓋
し
本
書
ほ
鮪
輩
に
・
ー
マ
共
利
史
た
二
一
ぜ

ん
と
欲
す
ろ
者
に
も
、
ロ
ー
マ
豊
ハ
二
藍
の
ナ
リ
エ
ン
テ
イ
ー
レ
ン
に
就
い

て
考
慮
あ
ろ
者
に
も
一
牌
献
さ
る
べ
吾
㌃
も
の
で
あ
ら
・
り
O
〔
井
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〕
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